
ワンポイントで古材を使うだけで雰囲気ががらっと変わります。精神の伝承もありまが、物の伝承
があっていいと思う。お祖父さん､お父さんが使ったものを子供達が持つことでどれだけ精神が､
豊かになることかと思う。囲炉裏の文化はもうないから燻された梁はもう出てこないし10年､20年
後には今より手に入りにくい。だから大事に使い続けてもらいたい。　　　　㈱アップル　大竹清彦

古材は“オｰルドフィニッシュなデザイン”を醸し出します。
㈱アップル 0285-44-8208まで古材をもっと活用しませんか？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロハスのキャッチフレーズに「サスティナブル」=持続性があります。新築を手がけない
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わたしは一貫して、いかに長く使い続けるか― 「リモデル」の重要性をずっと指摘して

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きましたが、ロハスの登場で長命住宅の重要性をより伝えや易くなりました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もう一つ重要なこと。「LCA（ライフ・サイクル・アセスメント）」です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　製造～廃棄段階までの間で負荷の少ない素材を使うことです。この二つ　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の観点で素材を選ぶと自然素材に行き着く。　健康負荷も少なく長命を維持　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　でき環境負荷も少ないベター素材です。　逆に使うべきでない資材は「塩ビクロス」。
塩ビクロスは塗り壁のように簡単にメンテできない。　「塗り壁」なら一部分だけ塗り重ねればいいし、壁紙なら何度も塗り重ねできるタイ
プを選べばメンテ性がいい。長命を考えれば「呼吸する素材」を使うべきですがこの点でも塩ビクロスはNGです。すでに代替品が沢山　
あるのだから何も塩ビクロスを使う必要もないはずです。異論もあるでしょうが歴史が判断するでしょう。もとは、アメリカから入ったビニｰ
ルクロスが、その国でさえほとんど使われていないのを見ても判ります。… 　100年以上も前の民家に石油製品はない。それゆえ自然循
環型の素材が使われています。茅・葦・竹・土・杉皮・漆喰・石灰・藁・和紙・ベンガラ・漆・柿渋と全てが植物、鉱物資源からと気付きます。
土に還る、再利用が可能な素材を地域で使いまわしています。石油もなく運搬手段も便利な時代ではない。…今の環境問題の回答は　
この辺の自然との再構築にあると民家や古い町は私達に教えてくれます。（次回１２月号に続く）　　　㈱アップル　大竹清彦



 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

☆内外装を､本物の壁でリモデルしたご感想は？☆ 
 

スーパーで買う＂お豆腐＂より本物の大豆・お水を使った 

昔ながらの＂お豆腐＂は本当に美味しいですよね。 

そんな例え方でいいかしら。わたしは帰って来たときの 

玄関の陰影ある雰囲気が好きですね。しばらく楽しめそうです… 

 

 

 

 

 

 

 
小山市：塩田邸 

 

 
 

 

外壁のテクスチュアーに 

合わせて今回は玄関を 

リモデルしました。 

 

 


